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原画展

石野博信先生が語る
邪馬台国時代の播磨

　
“
オ
ポ
ナ
カ
ム
ラ
”（
大
中
遺
跡
）
の
発
掘
調
査
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
ま
も
な
く

50
年
が
経
過
し
ま
す
。
そ
の
間
、各
地
で
の
調
査
研
究
が
進
み
、“
オ
ポ
ナ
カ
ム
ラ
”

の
イ
メ
ー
ジ
も
随
分
、
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
示
会
で
は
、
播
磨
各
地
の
遺
跡
か
ら
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
同
時
代
の

品
々
と
見
比
べ
な
が
ら
、“
オ
ポ
ナ
カ
ム
ラ
”
の
最
近
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間　

10
月
３
日
㈰
～
11
月
23
日
㈷

▼
開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

月
曜
日
は
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
休
館
）

▼
場
所　

播
磨
町
郷
土
資
料
館　

展
示
室

▼
観
覧
料　

無
料

▼
問
合
せ　

郷
土
資
料
館　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
５
０
０
０

銅ど
う
た
く鐸
の
ま
つ
り
の
終
わ
り

　

青
銅
器
の
道
具
で
あ
る
銅
鐸
は
打
ち
鳴

ら
し
、
米
の
豊
作
を
願
う
村
の
ま
つ
り
に

用
い
ら
れ
ま
し
た
。
銅
鐸
は
、
時
代
を
経

る
ご
と
に
大
き
さ
を
増
し
、
打
ち
鳴
ら
す

こ
と
が
で
き
な
い
く
ら
い
巨
大
化
し
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
が
最
後
の
銅
鐸
の
形
で
、

つ
い
に
数
百
年
続
い
た
銅
鐸
が
役
目
を
終

え
ま
す
。
一
方
、
弥
生
時
代
の
終
わ
り
ご

ろ
、
各
地
で
大
型
の
墓
が
造
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
村
び
と
の
目
前
で
豊
作
を

祈
る
ま
つ
り
か
ら
、
巨
大
な
銅
鐸
を
用
い

て
首
長
が
密
か
に
祈
る
段
階
へ
、
さ
ら
に

人
々
の
守
る
霊
や
稲
の
神
に
祈
る
場
所
が
、

飾
ら
れ
た
特
殊
な
壺
や
器
台
を
用
い
た
墓

で
の
儀
式
に
変
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

中
国
製
の
鏡
と
国
産
の
鏡

　

２
０
０
０
年
前
ご
ろ
ま
で
は
、
北
九
州

地
域
で
、
中
国
の
歴
史
書
に
登
場
す
る
ク

ニ
の
首
長
の
墓
か
ら
大
量
の
鏡
が
出
土
し

て
い
ま
す
が
、
近
畿
地
方
の
墓
か
ら
は
目

立
っ
た
副
葬
品
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

近
畿
地
方
で
は
“
オ
ポ
ナ
カ
ム
ラ
”
の

時
代
に
な
っ
て
、
打
ち
割
ら
れ
た
破
片
の

鏡
や
国
産
の
小
さ
な
鏡
が
各
地
で
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
鏡
へ
の
憧
れ
が
始
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
弥
生
時
代
の

鏡
は
、
兵
庫
県
だ
け
で
も
す
で
に
26
遺
跡

か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

土
器
の
形
の
変
化

　

遺
跡
か
ら
最
も
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
の

は
土
器
で
す
。
土
器
に
は
貯
め
る
・
煮
炊

き
す
る
・
食
べ
物
を
盛
る
な
ど
、
様
々
な

形
の
も
の
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
土
器
を
細

か
く
観
察
す
る
と
形
や
作
り
方
な
ど
が

次
々
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
各
村
々
で
作
ら
れ
た
土
器
の

ほ
か
、
遠
方
の
地
域
か
ら
運
ば
れ
た
土
器

も
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
間
で
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

“
オ
ポ
ナ
カ
ム
ラ
”
っ
て
？

　

展
示
の
な
か
で
子
ど
も
た
ち
が
最
も
興

味
を
示
す
の
は
、
再
現
さ
れ
た
弥
生
時
代

の
こ
と
ば
で
す
。
弥
生
時
代
に
は
「
大
中

村
」
を
“
オ
ポ
ナ
カ
ム
ラ
”
と
発
音
し
て

い
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
、
遺
跡
の
正
式
名

称
で
あ
る
「
大
中
遺
跡
」
の
ほ
か
に
、
多

く
の
方
々
に
一
層
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
大
中
村
の
栄
え
た
時
代
を
“
オ
ポ

ナ
カ
ム
ラ
”
と
い
う
愛
称
で
呼
ぶ
こ
と
に

し
ま
す
。

“
オ
ポ
ナ
カ
ム
ラ
”
の
時
代

　

２
世
紀
（
１
９
０
０
年
前
）、
い
よ
い
よ

“
オ
ポ
ナ
カ
ム
ラ
”
の
始
ま
り
で
す
。“
オ

ポ
ナ
カ
ム
ラ
”
の
時
代
は
、
女
王
卑
弥
呼

の
い
た
邪
馬
台
国
の
あ
っ
た
年
代
と
重

な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
、
こ
の
地
に
人

び
と
が
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
１

７
５
０
年
前
ご
ろ
、
急
激
に
村
の
規
模
が

小
さ
く
な
っ
た
の
か
、
決
定
的
な
考
え
は

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

▲“オポナカムラ”の隣村で使
われた土器（加古川市坂元
遺跡）
写真提供：兵庫県立考古博
物館

▶日時　10月24日（日）
　　　　13：30～15：00
▶場所　中央公民館 視聴覚室
▶参加費　無料
▶定員　120人

●関連の催し
①遺跡公園の木の実でペンダン
トを作ろう
▶日時　10月11日（祝）
　　　　13：30～（約２時間）
▶定員　15人
　　　　（事前申し込み必要）
②古代米を炊いてみよう
▶日時　11月21日（日）
　　　　13：30～（約２時間）
▶定員　15人
　　　　（事前申し込み必要)  
③土器・土笛を作ってみよう
▶日時
　10月 9 日（土）、10日（日）、
　　　 24日（日）、30日（土）、

11月13日（土）、14日（日）
　13：00～（約１時間）
▶定員　各回10人
④大中遺跡まつり
▶日時　11月６日（土）
　　　　10：00〜
⑤館長による展示解説会
▶日時
　10月23日（土）、31日（日）
　13：30～（約１時間）

※③のみ有料、それ以外は無
料
▶問合せ　郷土資料館
　☎０７９（４３５）５０００

▶
巨
大
な
最
後
の
銅
鐸（
川
西
市
栄
根
銅
鐸
）

　
写
真
提
供
：
東
京
国
立
博
物
館

◀日本で作られた弥生時代
の鏡（神戸市玉津田中遺跡）
写真提供：兵庫県立考古
博物館

ペンダントとして使用された打ち割られた鏡▲
（神戸市吉田南遺跡）　

写真提供：神戸市教育委員会　

▲墓のまつりに使われた特殊な土器
　（赤穂市有年原田中遺跡）
　写真提供：赤穂市教育委員会
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